
 
   EPOLAM 2020 

積層用エポキシ樹脂 

Tg 80℃ 

 

 

 
 

日本シーカ株式会社 日本シーカ株式会社 
アドバンスドレシンズ本部 本社 工業製品本部 

444-0871 108-6110 

愛知県岡崎市大西2-5-12 東京都港区南2-15-2 品川インターシティーＢ棟 10F 

TEL.: 0564-26-2591 TEL：03-6433-2311 

FAX: 0564-26-2593 FAX：03-6433-2102 
WEB: www.advanced-resins.sika.com WEB: www.jpn.sika.com 
E-mail: advanced-resins@jp.sika.com  
  

Page 1/4 

製品概要 

ウェットレイアップ、低圧RTM、フィラメントワインディングによるコンポジット製作に適したエポキシ樹脂です。 

 

特長 
- 促進剤を添加することにより柔軟な反応性 - 良好な機械的特性 

- 超低粘度 - 良好な熱的特性 

- 非常に優れたクロスへの浸透性  

 

 

物理的特性 

構成  主剤 硬化剤 促進剤 混合 

配合比 
重量 

体積 @25℃ 
100 
100 

34 
41 

0～10 
- 

 

外観  液体 液体 液体 液体 

色  透明 透明 透明 透明 

粘度 @25℃ （mPa.s） ブルックフィールド粘度計 1,600 35 1,300 500 

比重 @25℃ ISO 1675: 1985 1.17 0.95 1.10 1.10 

ポットライフ（500 g） @25℃ Gel Timer TECAM   

促進剤 0%添加：2 時間 15 分 

促進剤 10%添加：15 分 

（グラフ参照） 

 

 

機械的特性(1) 

曲げ弾性率 ISO 178: 2001 MPa 3,100 

曲げ強度 ISO 178: 2001 MPa 120 

引張強度 ISO 527: 1993 MPa 80 

最終硬度 ISO 868: 2003 ショア D15 85 

ガラス転移温度 Tg ISO 11359: 2002 ℃ 85 

促進剤を添加しない場合の室温での離型時間 LT 051: 1998  48 時間 

室温での完全硬化時間   7 日間 

(1)：平均値は促進剤を0～7%添加し24時間室温＋16時間60℃で硬化させたいくつかの異なる試験片から算出。 

 

注）これらの値はガラスクロスなどの強化材なして、樹脂だけで得た値である。 
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使用手順 
積層方法やクロスの種類（ガラス、アラミド、カーボン）に応じて、促進剤の添加量を決めます。耐熱性と最大の機械特性を得るには、3ページお

よび4ページのグラフを参照して、熱処理のタイミングを図ってください。熱処理は塗布後およそ16～24時間で行えるようになります。 

変形を避けるため、硬化中は安定した場所に置いてください。 

ポストキュアは一定の熱上昇率で行ってください。例えば最高100℃でポストキュアを行う場合、次のようなサイクルで行ってください： 

40℃で3時間→60℃で2時間→80℃で2時間→100℃でお好みの時間 

尚各サイクル間の20℃上昇させる際は、20℃/時で行ってください。 

 

使用上の注意 
本製品お取り扱いの際は、以下を順守してください。 

 十分に換気を行う。 

 手袋と保護めがねを使用する。 

詳細は製品安全データシートをご参照ください。 

 

保存 

20℃から25℃の乾燥した場所で、オリジナルの容器に入れたまま未開封であれば12ヶ月保存が可能です。一旦開封したものは乾燥した窒素ガ

スなどで必ず密閉して保存してください。 

 

パッケージ 

主剤 硬化剤 促進剤 

1×5 kg 

1×20 kg 

1×50 kg 

1×200 kg 

1×1.7 kg 

1×6.8 kg 

1×17 kg 

4×17 kg 

1×1 kg 

1×5 kg 

 

保証 
本テクニカルデータシートは、細心の注意を払って行った弊社の実験的試験資料に基づくものでありますが、実際の現場結果を確実に保証するものではありません。性状、記載内容については、
本シート印刷時のものであり、その後変更することがありますので、お含みおき下さい。ご使用になる前に提示されている用途に従ってAXSONの製品が各状況下において適しているかを判断する
ことはユーザーの責任となります。AXSONは、特殊用途での製品の適合性については保証しかねます。AXSONの製品を使用し発生するいかなるダメージにもAXSONはすべての責任を負いかね
ます。保証条件は通常の売上条件により規定されています。 
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1. 促進剤の使用 
EPOLAM 2020に促進剤を使用すると、ポットライフは20分～2時間20分に変化する。 

 
500 gのポットライフ @23℃ 

 
2. 促進剤添加量と耐熱温度の関係 
 促進剤添加量とポストキュアサイクルにより、ガラス転移温度は以下のように変化する。 

 

 

 60℃でポストキュアを行った場合、促進剤添加量を7%以下にするとTg 80℃が得られる。 

 100℃でポストキュアを行った場合、促進剤添加量を3%以下にするとTg 100℃が得られる。 
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3. ポストキュア時間と耐熱温度の関係 
 ポストキュアを行う時間の長さにより、ガラス転移温度は以下のように変化する。 

 
注）この実験値はガラスクロスなどの強化材なして、樹脂のみ（厚さ2mm）で得られた値である。尚室温で24時間硬化させてからポストキュアを行っ

た。 
 


